










Depar tment of Psychology

目に見えず、触れることもできない。
でも、確かに存在している「こころ」について
客観的に解き明かしていく。
自分、そしてすべての人と社会が
より良く生きるためのヒントが、
そこに存在しているから。

こころのメカニズムを知り

自分や社会のために

還元していく。

「認知系」「発達系」の二本柱で構成

人が外界を認識し、適切に行動するための仕組みを明らかにする「認知系」分
野。そして、「こころ」の発達過程を探究することで、自分自身を理解することに
つながる「発達系」分野。これら二つの領域をバランス良く学ぶことで、人間の
心を科学的・客観的に見つめ、対応する能力を身に付けます。また、認知科学
の一領域として、脳科学や言語学、哲学、情報科学と連携を取れるようなカリ
キュラムも実現しています。

少人数での実験・実習を重視

心理学では多くの分野で実験・調査・観察・検査・面接などの科学的な方法が
用いられ、客観的なデータから結論を論理的に導き出すことが求められます。
本学科では、実験や実習、フィールドワークなど少人数で行う実証的な授業形
態を重視。脳波計やNIRS、ポリグラフといった機器も使いながら、学際的な学
びを行っています。

あらゆる職業に応用できる学び

世の中のほとんどの職業は何らかの形で人と関わっています。人間の心を科学
的に解明する手法は、あらゆる職業に応用できる実践的な道具となります。例
えば、こうした能力をベースに、一般企業への就職はもちろん、心理学の能力を
直接生かせる教育相談機関や福祉機関、司法・矯正機関などの公務員を目指
すことも奨励しています。大学院に進学し、研究職や心理学に関わる資格を目
指す人も少なくありません。

23 24

心理学科でできること

心理学のさまざまな領域について
幅広く学び
専門的な学びに備える。

ゼミ形式の授業で
専門的な論文の読解や
実験計画法などを学ぶ。

自分の取り組みたい
テーマを見つけ
専門性を高める。

2～3年次の成果を
踏まえて卒業研究に取り組む。

学びのステップ

1年次

2年次

3年次

4年次
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大学院への進学という選択肢

より心理学を追究したい人は、大学院への進学も念頭に。「学校心理
士」や「臨床心理士」などの資格取得への道も開け、こころのスペシャ
リストとして多様な進路を選択できます。

注目の授業 「認知系科目群」と「発達系科目群」を二本柱に、心理学の基礎から応用まで、最新の成果を織り込んだ高度な授業を行っています。

心理学科では大学生主体のピアサポートグループがあり、教員を交えて楽しい企画を立案し、運営しています。

心理学科オリジナルサイト　http://www.hosei-shinri.jp/psychology/

リラックス音楽の聴取の有無が精神的疲労に与える効果／しゃぶしゃぶ店における注文行動に及ぼすPOP広告と試飲の効果／記憶痕跡の強さが経過

時間判断に与える影響／感情推測手がかりの発達とソーシャルスキルの関連／日本における大量殺人犯人の属性の推定／女性大学生スポーツ競技者に

おける摂食行動とスポーツ達成志向性との関連／インターネット上の口コミによる投稿内容の特徴抽出／言語音の音象徴性：発話単語の言語音と曲線

性・明度の一致性の検討／高校生の陸上競技駅伝チームを対象としたチームビルディングの効果の検討

静岡県私立西遠女子学園高等学校出身 広島県立廿日市高等学校出身

ゼミでの学び 発達臨床や犯罪、スポーツ・健康、産業組織まで、多彩なゼミを用意。研究を究めると同時に、ソーシャルスキルも磨きます。

高橋 敏治教授

研究法（生理心理）
脳の働きを脳波や眼球運動から、そして
身体へのストレス反応を心電図から測定
します。さまざまな機器で測定した客観
的な生理心理指標と、自覚的な心理測定
指標を見比べながら、脳や身体で生じた
「なぜ？」「どうして？」を考えていきます。

吉村 浩一教授

研究法（知覚認知）
写真の逆さ眼鏡をかけると、目の前が上下
逆さに見えます。これは手作りで、心理学の
実験では道具を自作する楽しみもありま
す。今年のゼミ生で、自分の手のそばにマネ
キンの手を置く道具を作り、自分の手の位
置感覚の変化を試している学生がいます。

心理学科 4年　伊藤 規佐さん 心理学科 4年　神園 裕さん

学生の声

卒業論文の構成について発表した時、ほかのゼミ生や院生から
いろいろなアドバイスをもらい、自分一人では考えつかないような
気づきを得ることができました。また、分析・考察などをグループ
で取り組むことによりゼミ生との仲が深まり、お互いの研究につ
いても相談し合えるいい仲間を得られました。

学生の声

ゼミ生がそれぞれに異なる研究テーマに取り組んでいることは、
自分の研究に大きな刺激になります。しかし、それだけではありま
せん。聞いたことのない専門用語が飛び交う中で、その話を理解
して意見を述べる、という実践的なトレーニングこそが、このゼミ
の最も有意義な魅力であると思います。

授業で学んだことを生かし、習慣的に水泳をする
ようになりました（3年男子）／学んでいくうちに、
スポーツ心理学を日常生活にも生かせることが分
かりました（3年女子）／スポーツ心理学に関心を
持てるようになった（2年男子）

人の感情や思考がどのように発達するかが分かっ
て面白い（3年男子）／道徳性についてグループで
話し合いをすると、他人と自分の考えが違ってい
て驚きました（3年女子）／将来子どもを持つのが
楽しみになりました（3年女子）

実生活に役立つ内容だった（4年男子）／ために
なった!!　自分の学習方法を見直すいい機会（3
年男子）／授業の内容を実際の授業にも応用して
いてとても参考になった（3年女子）／理論を実践
していたから、理解が深まった（2年男子）

学生の声 学生の声 学生の声

荒井 弘和准教授

スポーツ心理学特講

この授業では、運動・スポーツ場面において心理
学的な支援を実践できるようになることを目指し
ます。講義形式で情報を伝えるだけではなく、リ
ラクセーションの実習を行ったり、グループで対
話を行ったりしながら、授業を展開しています。

渡辺 弥生教授

発達心理学

「鏡に映る顔が自分の顏と分かるのはいつから？」
「なぜ、反抗期ってあるの？」「人はどうして悩む
の？」など、発達心理学に関わる不思議はいっぱ
いあります。明らかにされてきたことを理解し、い
まだ未知のことをグループワークや魅力的な教材
をもとにして考えます。

藤田 哲也教授

学習心理学

心理学で研究している「学習」は、学校での勉
強のことだけではなく、あらゆる知識や技能の獲
得に関わる、身近な現象です。主に動機づけ（や
る気）や記憶の仕組みを学ぶことで、これまでの
自分の学習を見直し、今後の人生に役立てる視
点を持つことができます。

卒業論文
テーマ例




